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あなたは今、心身ともに

健康な状態だと思いますかつ メL

無回答
0.8%

時間や回数が不規則
35.0%
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健康も「自己責任」 ?
健康維持には「スポーツをする」19.4%、 「充分な睡眠をとる」17.6%
健康でない人ほど健康の維持にも無関心

1番の不安要因はやはり「進路・就職」
「進路・就職等」60.6% 進路に関する悩みは2年生から急増 1年生 :40.6%→4年生 :68.6%

悩みの相談相手・・¨0¨・・00・ ¨ ・̈・・ ・̈・・・ ・̈¨ ・̈・‥000¨・00
不安や悩みはまず「友人」、次に「家族」に相談 !

女性は「家族」に相談、男性は1人で抱え込む傾向あり
不安や悩みは「友人」に相談して学生生活の充実を 1

食 生 活・¨00¨・・・ ・̈ ・̈・・・・¨¨ ・̈・ ・̈ ・̈・・・・・・・ ・̈¨00
食生活の乱れは留年への道 !?
「3食きちんと食べる人」50.2% 男性、自宅外生は夕食を外で済ませる傾向あり

通学時間「120分以上」の約3割は睡眠時間「5時間以下」

大学に通う日数は2年生から減り始める
約6割が週5日以上通学 学年が上がるにつれ、通学日数は減少
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①週平均通学日数

学生生活での不安・悩み

睡眠時間/通学時間・ 手段
睡眠時間、本当に足りている!?
「6時間」43.71%、 「7日寺間」25.7(%
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嘔コ亜動

健康も「自己責任」
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心身の健康

健康ではない 3.3%

あまり健康ではない

139% ＼
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h 健康維持には「スポーツをする」19.4%、「充分な睡眠をとる」17.6%
健康でない人ほど健康の維持にも無関心

無回答 0.2% 無回答 0.3%

その他 24%

医療機関の  ス トレス

健康診断ゃ  ためない

診療 を受ける  12.4%
1.4%―

生活の リズムを
乱 さない 8.5% 食生活

気をつける

できるだけ歩 く

8.1%

16.6%

ほぼ健康である

35.99そ |

心身の健康維持のために心がけていることを質

問をしたところ、「スポーツをする」、「充分な睡

眠をとる」、「食生活に気をつける」の 3つ に次い

で 4番 目に多かった回答は「特になし」でした。

ここで、心身の健康状態を尋ねた質問に対する

回答グループ別に、上記の質問にて「特になし」

と回答した人の比率を見てみましょう。すると、

自分が「健康ではない」 と自覚している人ほど、

「特になし」と健康維持に気を配っていない人が

相対的に多いのです。一方で、「健康である」 と

ク[1ス

集:ま

い

歴コあなたは今、

回答 した学生1,547人 のうち、1割 ほどの165人が

「特になし」を選んでいることも見過ごせません。

自身の健康を過信するあまり、健康維持の必要性

への認識が薄いのかもしれません。健康のために、

もう一度自分の生活習慣を振 り返ってみる必要が

あるでしょう。

また、このクロス集計からは、健康である学生

ほど、「スポーツをする」、「十分な睡眠をとる」

比率が高いことが分かります。

に がない程 だと思いますかなともに

た は | いますか?と がけていることはありま か
'

るため

健康維持の方法
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ありますか ?心身 て しを維持 ′じ 男女別

健康維持の方法

26

男 性

2.3 2.1

女 性

0 20 40 60 80 100(%)

さて、健康維持の方法の回答を性別

で比べると、はっきりとした性差が見

られました。男性では「スポーツ」 と

回答 した人の比率が25.5%と 断然高い

のに対 し、女性では「スポーツ」 と回

答 した人は1割 を切 ってお り、「睡眠」

もしくは「食生活」 と回答 した人の比

率が ともに2割 を超 え最 も高 くなって

います。

しか し、女性が男性 に比べ、健康維

持法 として「睡眠」や「食生活」をこ

とさらに重視 しているわけではないよ

うです。まず食生活を尋ねた質問のグ

ラフを見てみましょう。「3食 きちんと

食べる」人が「朝食以外は食べる」人

よりも、さらに「朝食以外は食べる」

60 (",0)
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【「コリ一の健康と学生生活について全 体      男 性       女 性

■時間や回数が不規則である □朝食以外は食べる 日3食 きちんと食べる

人が「(食事の)時間や回数が不規則である」人

よりも食生活を重視していることは明らかでしょ

う。さて、グラフにおいて、「3食 きちんと食べる」

人の比率は男性に比べ女性のほうがやや高いもの

の、「時間や回数が不規則である」人の比率は男

女ともほとんど変わりません。

次に、睡眠時間を見てみると、男女でほとんど

変わらないことが分か ります。結局、女性 に健康

法 として「睡眠」や「食生活」を挙げた人の比率

が男性 に比べ高いのは、女性 に「スポーツをする」

よう心がけている人が比較的少ないことに起因す

るようです。
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1番の不安要

学生生活での

不安・ 悩み

^`C

h 「進路・就職等」60.6%
進路に関する悩みは2年生から急増 l年生:40.61%,→ 4年生:68.61%,

学 部

1.7 0.5 25

1.9 0.9

大学院
(%)

颯瘍
1進路・就職等⊂聾)勉強 ●

●
留学

性格・能力

心身の健康

人生観

⊂Dアルバイ ト 1回D経済問題  鷺田D対人関係

鮨協テζl°●その他 ●鯖:ない■ )家族関係 恋愛問題 ①

学生生活での不安や悩みを尋ねたところ、最 も

多 く挙げ られたのは「進路 。就職等」であ り、次

が「勉強」ですが、これは学年によって差があ り

ます。学年別に集計 したグラフを見てみると、2

年生か ら、「進路・就職等」に関する不安や悩み

は急増 します。この調査が行われたのは5、 6月 に

かけてですか ら、2年生には就職活動 はまだ先の

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

ことです。学生の進路 に対す る意識の高 さを如実

に示しているといえるでしょう。

なお、所属箇所別の集計では、今年度新設され

た国際教養学部の学生が最も多く挙げたのは「留

学」67■ %で した。彼 らにとって次年度のカリキ

ュラムで必修となっている「留学」がいかに重要

な問題であるかを物語っているといえるでしょう。

1  年

11

2  年

212.0

3  年

4.6   3.5 1.8 0221

4  年

13  29 1.9 1.0 2.5

5年以上

3.3    3.3 0.81.6

２
　
学
生
生
活
で
の
不
安

・
悩
み

３０

修士課程

2.3   3.9 2.3 11 38
博士課程

5.2 0.9 1.7  4.3 (%))

鰊 進路・就職等⑩ 勉強  玲 留学 心身の健康 (I〕 アルバイ ト ⊂【)経済問題 ①
畿

対人関係

不安や

悩みはない● 性格・能力 ⑩
人生観  0夫 gメ

|・ 勝
その他

7.7.
‐ 日

学年別

9.5 9.9 13.0 123

1611

10.2 12.7 15.8

10.7

11413.8

13.3

10.3

■)家
族関係 恋愛問題

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

ロ
ロ
一 ●

学生生活での不安や悩みを教えてください [複数選択可]

(81
60.8 28.9 9中 (16.4(200晨 122 14.5

58.4 34.6 ((991( 25.1

いだ

17.5 24.4 8.040.6 40.4 17.4

66.0 27.3 8.6 (6.7 16.5 20.8 12.9 10.3

8375.0 20.4 12.8 20.9

68.6 23.2 17.2 12.8 fi rss rza(@

6.526.0 24.4 12.2 &9(ば74.0 9.8

56.0 36.3 熙10.8 24.4 11.3 8.1 9.0 |四

71.6 27.6 29.36(11 11.2



●
■
一■

●
■
一■

不安ゃ悩みはまず「友人」、

次に「家族」に相談 :

「

饉 ■」日L■

女性は 1:額面腱』に相談、男性は1人で抱え込む傾向あり

不安や悩みは 1覇取A」 に相談して学生生活の充実を !
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式悩みの相談相手

全  体

3.3 06

3.5 0.6

男女別

17.5 12.3
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圏1家 族  |■友 人  []恋 人  朧圏先 輩  1囲教職員  []総合健康教育センター学生相談室    (%)
■l相談できる人がいない   E誰に相談してよいか分からない |■ 相談したくないEIその他

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。

不安や悩みの相談先については、全体では「友   とのクロス集計では、大学生活が充実している学

人」、「家族」、「恋人」の順となっています。男女  生ほど「友人」へ相談する割合が高く、逆に充実

別では、女性の方が「家族」、「恋人」に相談する  していない学生は「相談できる人がいない」を挙

割合が高く、男性では「相談したくない」をはじ  げる割合が高いことが分かります。悩みを相談で

め、一人で抱え込む割合が高くなっています。こ  きるような友人を作ることが大学生活を充実させ

の傾向は、昨年度と変わりありません。       る一つのポイントであるようです。

また、不安や悩みの相談先と大学生活の充実度

悩みの相談相手

全  体

している
(1,298人 )

0.8

229

大
学
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活
の
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実
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17.5 12.3

19.9
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あまりしていない
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2.2 5 2.6

05

3 0.7

[コ 恋 人  饉国先 輩  1目教職員  []総合健康教育センター学生相談室

□誰に相談してよいか分からない ■相談したくない□ その他

※数値は、縦軸の回答者数のうち、横軸の選択肢を回答した割合。
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食生活の乱れは留年への道
＼

食 生 活
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幽
「3食きちんと食べる人」50.21%b

男性、自宅外生は夕食を外で済ませる傾向あり

食生活を尋ねると、約半数の学生が「3食 きち

んと食べる」と答えています。学年別に見ると、

学部学生は学年が上がるごとに食生活の乱れが目

立ち、5年生以上では、「時間や回数が不規則であ

る」人のほうがむしろ多 くなっています。

同時に、5年生以上は飲酒 。喫煙の割合 も高 く

(次章参照 )、 生活全般の乱れが懸念されます。

気になるのは、食生活と健康の関係です。「3食

きちんと食べる」学生の方が健康である傾向が見

られます。やはり、規則正しい食生活は健康の基

本といえそうです。

無回答 0.8% や回数が不規則で 3食きちんと べ る

14.09る

1年

2 年

3 年

4 年

5年以上

修士課程

博士課程
朝食以外は食べる

0 20 40 60 80    100(%)

クロス
集計

あ た は に に がない だ と い ま か ?

/国コ食生活について当てはまるものを選んでください
_

心身の健康状態

健康ではない あ主ュ盤康では11」
ほぼ健康である
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について てはまる ださいの を で
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全 体 時間や回数が不規則である
(1,154人 )

朝食以外は食べる
(466人 )

3食 きちんと食べる
(1,665人 )
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食生活

また、食生活と夕食の形態とのクロス集計では、

「3食 きちんと食べる」学生は「家族または自分が

作る」比率が高いことが分か ります。規則正しい

食生活には、出来合いのものに頼らず自ら食生活

をコーディネー トすることの大切さもうかがえる

結果となっています。

店 コンビニ。弁当屋・ファース トフー ド等で購入 家族または自分が作る その他

自 宅

2.1

自

0 20 ∩
Ｖ

４
， 60 ∩
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０ 100(%)

食堂・店 ンビニ・弁当屋・ファース トフー ド等で購入 家族または自分が作る  その他

男

女 ４

食

生

活

0               20              40

夕食の形態と住居の形態、および性別のクロス

集計を見てみましょう。自宅外生の約半数が、夕

食を外食または外で購入して済ませているようで

す。忙 しい、面倒 くさいなど、その要因はさまざ

60               80            100(%)

までしょうが、気になる数値です。また、男性は

女性に比べ、「食堂 。店」で夕食を済ませる傾向

があります。「男子厨房に入らず」の傾向はまだ

早大生にあるといえるようです。
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睡眠時間、本当に足りて

ぶ゙..m) 「6時間」43.7%、 「7時間」25.7%
冨ヾこン通学時間「120分以上」の1詢3割は睡眠時間「5時間以下」

睡眠時間/
通学時間・ 手段

平均睡眠時間については、「6時 間」、「7時 間」

の順に多 く挙げられ、その合計は全体の約7割 と

なりました。

さて、睡眠時間と、自分が「健康な状態」だと

思うかどうかの質問に対する回答との関係を示し

たグラフを見てみましょう。すると、「健康では

ない」と自覚している人ほど、睡眠時間が短い傾

向がありました。特に、「5時間以下」の人の割合

は、「健康ではない」と自覚する人ほど大幅に増

えています。適切な睡眠時間は人それぞれとはい

え、健康のためには、多忙な毎日の中でもとりあ

えず6時間は確保しておく方が良いようです。

ク

集1計 1日

あなたは

平均睡眠時間

健康である
(1,547人 )

ほぼ健康である
(1,191人 )

あまり健康ではない
(461人 )

健康ではない
(109人 )

10時間以上 0.8%
9時間 1.6%

8日寺間

無回答 0.1%
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ところで、学生に睡眠時間を短 くさせる要因は

何でしょうか。まず考えられるのは勉強でしょ

う。授業以外にする週平均の研究・勉強時間と睡

眠時間とのクロス集計を見ると (次頁)、 確かに

睡眠時間が増えるにつれ、週平均の研究・勉強時

60 80 100(%)

間が「0～ 5時間未満」の割合も増加します。しか

し、10時間以上勉強する人の割合は睡眠時間の長

さにほとんど影響を受けておらず、睡眠時間を削

ることなく勉強時間を確保 している学生の目的意

識の高さをうかがうことができます。
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が短い傾向があ りました。通学に120分以上かけ

ている学生の約3割は5時間以下の睡眠時間となっ

ています。

睡眠時間を短 くさせる要因として次に考えられ
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大学に通ぅ日数は
2年生から減り

週平均通学日数
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約 6割 が週5日以上通学

学年が上がるにつれ、通学日数は減少

週平均の通学 日数を見ると、約6割 の学生が週5

日以上大学に来ていることが分か ります。学年別

で見ると、学部学生では低学年ほど、大学院学生

では修士課程の方がより大学に来ていることが分

か ります。受講科 目数が減る3、 4年生の平均通学

日数が少ないのは当然 として、ほぼ受講科 目数の

同じ1、 2年生の間にも差があ ります。学年別の授

業の出席率を見ると (7頁参照 )、 授業への積極性

の減少 も気にな りますが、低学年ほどさまざまな

可能性 を模索するために大学に来ているのかもし

れません。次に、文系 。理系別に見ると、理系の

通学 日数率は文系 より高 くなっています。理系の

学生の方が、実験 などの理由で頻繁に大学に通っ

ているようです。
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